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中国農業生産費データの制約を考慮した総合生産
性の簡便計測方法　－綿花作への適用例－

空間計量経済分析による農業集落活動の地域性
の検討 －岡山県の農業集落を対象としてー

GAP取得にかかる生産管理が農業経営に与える影

響 －認証取得にかかるコストに着目して－
稲作法人経営における多角化戦略と経営革新

An Alternative Scheme Design of Micro Health

Insurance in Cambodia: A Discrete Choice Modeling

Analysis

近藤功庸 他 駄田井 久 木原奈穂子 長命洋佑 他 Hiroki Wakamatsu  others

（旭川大学） （岡山大学） （京都大学大学院） （九州大学） （Japan Fisheries Research and Education Agency）

原料農産物の仕向け先 －実態把握と考察－
ふるさと納税の地域振興効果 －47都道府県地域

間産業連関表による波及効果－
農福連携事業における「農の効果」の発揮につい
て

飼料用米事業の発展過程の実態解明と 各段階の

マッチングシステムに必要な機能に関する考察
－近畿と東北の事例を用いて－

Agricultural market development, its status and

contribution in north-south agriculture trade in

Nepal and beyond

緋山 瞳 他 國光洋二 他 植田剛司 柿原真奈 Niraj Prakash JOSHI others

（兵庫県） （農業・食品産業技術総合研究機構） （京都大学大学院） （京都大学大学院） （Hiroshima University）

滋賀県「環境こだわり米」の消費者評価
農業集落排水施設の汚泥利用によるバイオマス発
電の費用便益分析

厦門市民の環境意識と未来農業の行方
農業法人における雇用人材の就業意識に関する考
察　−大規模稲作経営における事例分析−

Marketing of Vegetables in Kathmandu Valley,

Nepal

山口道利 他 伊藤寛幸 他 中村哲也 他 藤井吉隆 他 Keshav Lall MAHARJAN others

（龍谷大学） （ルーラルエンジニア） （共栄大学） （秋田県立大学） （Hiroshima University）

植物由来の化粧品に対する消費者知覚－和梨の
剪定枝有効活用に向けて－

純土地持ち非農家の多数派化に関する要因分析―

滋賀県と石川県の比較をとおして―
特定生産緑地の指定継続インセンティブ ー大阪府

東大阪市を事例としてー
モザンビーク北部高地における新たなダイズ作付
体系の導入可能性

A Study of Sustainability in Local Agriculture Related

to the Seed Supply System: A Case Study of

Indigenous Crop “Tef” Production in Ethiopia

矢野佑樹 他 伊庭治彦 中塚華奈 他 小出淳司 他 冨吉満之他

（千葉大学） （京都大学） （大阪商業大学） （国際農林水産業研究センター） （久留米大学）

福島県産農畜産物に対する風評被害の影響と対
策 －消費者アンケート調査結果の分析－

営農類型別にみた水田農業の経営成果 －経営所

得安定対策における真の担い手とは－

地域連携による飲食店事業の展開モデルと可能性

－神戸市W社を事例として－

モンゴルにおける自計式農家経済簿普及のための
現金現物日記帳の改良について ―小麦栽培農家

への聞取調査に基づくー

Testing the Separation Hypothesis in the

Ayeyarwady Delta  Region, Myanmar

土田志郎 多田理紗子 他 眞鍋邦大 他 Ganbold Saranchimeg 他 Nandar Aye Chan

（東京農業大学） （京都大学大学院） （神戸大学大学院） （鳥取大学大学院） （Kyoto University）

飯沼二郎の「農業革命論」の再検討
酪農経営における投資限界の経済性に関するリス
ク分析 ―頭数と増頭数―

企業ＣＳＲとしての食育活動と経営成果
京大『農業経営聴取調査簿』(1940 年)にみる 岡山

県興除村の藺草作と農業経営

兼業は離農を抑制するのか、離農を促進するのか

―間接効用関数を用いた離農・離村条件の確定―

鶴田 格 亀山　宏 大江靖雄 他 金子治平 他 北島浩三

（近畿大学） （香川大学） （千葉大学） （神戸大学） （名古屋大学大学院）
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